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　1．緒　　言
　胴部に引続き下半身，・特に腰部の「体つき」の分類を
行つた．　　τ1・∵　　∵∴．
　人体腰部は大きな骨盤の存在によって比較的少なでゅ
とり量の下衣で動作ができる．しかし腰部形態の性差・一
民族差・年齢差・個人差は，身i体各部位の中で最大と言，
われる．また下衣を保持する胴部二腹部は脊柱以外に骨
格がなく・消化器系を内固・騨を中’心に脂肪が沈着
しやすく変形や変化が著しい・．こ¢～ような条件のも，とで
少ないゆとり量で胴部・腰部にフ1イットするスカごトお
よびパンツパターンを得ることはむずかしく，形態の把
握や分類が必要である．∴．＿＿一＿、＿，＿＿＿＿
　衣服設計のための「体つき」の研究は，「サイズに関
係なく表出する姿勢〔体づきめ特徴を，太り具合い・姿
勢脊姿の因子」とし剛肌たもの1㌧、「鰯に関する
総合特性値として上半身の反身・屈身体，下半身の腰椎
部の大きな屈曲の姿勢ご直線的な姿勢」の体つきを抽出
、一ｵたもの2）’などがあり，両者とも体幹部全体を対象に写
　　　　　　　　　　　　　　　　　　マト　　　　　　　ド　キ　ざ　　ノき　　　　ヨケ　　　　真上の身体側面シルざジトから得られた測定値について
　　　　ぐモ　　　　　　　　ト　　ゴ　　　　い　セ　レ　　　　　ロ　い　セ　　　　どドリバ　　　セ　　　ロ　　　　主成分分析を施し分析している∵㌣また下半身の分類につ
　　　　いては因子分析・クラスター分析を行い；エ下半身全体
　　　　の穴きさ」：「厚さ」・「瞬線の掴曲」，などg胃子琴「より113
　　　　クづスターに分類した報告3）がある．以上の文献の対象
　　　　はいずれも若年女子である．　：．：㌧　’；、、二：　、
　　　　　　　ヴ　　　　　　へ＿＿＿．人体体幹蔀旦立邑ろ、トラ．イ迄1を境にその上部こ下部▲ま・
　　　　脂肪の沈着など体つきが個人にようて異だるご～と力痴ら
（76i） ・59
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れており，現在，上衣・下衣は別々に選択・購入され　　　2　研究方法
フィット性を増している．衣服が上下にセパレートされ　　ぺ（1）対象および計測内容
ている意義は機能性のみならずフィット性からも大きく，　　対象の年齢区分，被験者数，計測年，体位は表iに示
その上分類の単純化がはかられ，実際的な結果が得られ、　した．計測年は異なるが，全国の調査資料4）に比べ青
ると考えられる．本報告は腰部を胴部と切り離し分類し　　年・r中年共に被験者の体位が優った．
た．また，対象を青年女子および青年女子を含む成人女　　・　計測は，分類に用いる項目や分類結果の体つきを調べ
子（青年・中年・老年各100名）とし，日本婦人の成長　るため，またスカート・パンッ原型を描くための項目な
完成期の個体差に対し中高年の体つきの変化を比較して’　、ど41項目について行い，その他，青年・老年50名につ
腰部の体つきを明らかにするための分類を試みた．高齢　　いて腰部の疑似体表面展開図と横・縦断面図を採取した．
化社会が一段と進む今日，特に中高年にとって下衣は最　　　計測の方法はすでに報告5）鍾8）したので省くが，次の3
も身近な保温の環境を整える上で重要であり；「健康な∵・点について略記したい．r’
高齢者の衣服」に視点をおいた＿　　　1　♂　　　・　⊇　　・“1）．脇線の設定5）・
　分析資料は・従来多くみられた視覚的体型特性値に対　　　スカ三ト原型の脇線は視覚的効果をも考慮されるが・
し，パターン設計に必要不可欠な体装長を主どした．し「　・亨回6許測で｝ま再現性のある転子点を通る垂直線を脇線
かし，周径は大きさを知ることはできるが腰部の外形の　　必しだ．・・
違いを証明することはできない．そこで脇線を設定して　　　2）腰部最大矢状径
前面・後面の体表長を測り分析ρ対象とし横断面図とも：、｝3、腰部最大矢状径は腰部の側面からみて後突点と前突点
照合した・・また下衣の設計や購入をする場合には一般に…・を通る垂直線間の距離をさすが，直接計測の場合，腹部
胴囲と醐だづするが・、靭中間醐位こ撮も大1猷ぎ揃虹て・・る体型は醐板酬部から大蜘に
パンツ構造の設語『必琴不可欠な股上前後亘長さや腰部・　に自由に動かすことの亘きる補助板と転子点の位置を指
最大矢状径・腰部正中角度を加え，分類尺度を8項目と、・す計測器を取り付けて試作し，転子点を基準とした腰部
した・胴部と同様に指数値として大きさを除き，グレー　パ最大矢状径とその前ゴ後腰部最大失状径を計測した．こ
　　　　　　　クラスタニ分析によって行った・その結　　　3）腰部正中角度および殿部角度，による分類を，
果の体つきの特徴をわかりやすい言語や側面〔後面シノレ　∵報告されている腰部角度は間接計測法によるシルエッ
エヅト例であぢわし；パタr一ンやボデイ製作に必要と思　　トの角度である．本実験では直接計測することのできる
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1．被験者の体位
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成人女子の体づきの分類（第2報）．
表21設定した指数値と腰部の体つきとの関係
指数値　　、
年齢別（各刀＝100）
青年1　中年 老年・
指数値と個体差および加齢によ’る変化との関係
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胴囲の増加でくびれからずん胴へと，加齢による変
化と個体差が大きくなる．　　　　，
中年は腰囲に比ぺ胴囲の増加が著しい．
い”メ㎡’プ
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99．6　腰囲の変化は少ない．
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青年は大殿筋が発達しプ後腰囲が大きい．一・
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骨格に基づく股上は，身長14τ0～1720cmまでの
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　より著しく増加し，パンツ構造には必要不可欠な項
，．目であり適合度を左右する∴三、Ol’三㍉　＼∵；ぐ㌍
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　　　　　　・パ∨　　’　・・　　パ　　ィ　　　　　▼　　‘ブ・、　　　．：　　　　・　　．　’一’「、‘㌧
　　　　　　　叉，
　　　　　　　　s　　．腰部正中角度　　　　　　　Mi亘
　　　　　　　Max
15．5　　　12．9　　　　8．2
4．7　　　　　　3．5　　　　　．5．7
6．0　　　　　　5．0　．　　　　α0
　　　　　　ノ　　　　　　　シ27．0　　　　ひ23．4，　　　　23．0
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計る角度）．、と殿部角度（殿部後突点と胴囲線を後正中線
に平行に結んだ線に沿づて計ちた角度）：とを計測したこ
1この角度とパンツ原型の関係は，、後股上線において腰部
正中角度／2が実験的に適合性を得た『）．間接計測法にお
けるシルエ♪トの腰部角度と腰部正中角度との関係はす
でに報告じたビすなわちジシルエラ『トの腰部角度y，ζ腰
部正中角度∬とすれば次の相関式が成り立つペ…’∴
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　〈2）分類尺度の選定㌻∵そ∵〆：∴、OCい∴、．二☆
　腰部の体つきのいわゆるll“大きい・小さい”の因子を
省く手段として，2つの計測値間の関係をあらわす8項
目の指数値を選び，これらを総合的に調べた㌶表2は8
指数値について各年齢層別の平均値ジ標準偏差輌’最大・
最小値とこれらが示す体つぎを説明じたこ、∴∵∵・∵∫
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表3．一分類尺度8項目の主成分分析’
＾（成人女子300，指数値8）
主成分1 主成分2 主成分3 主成分4 主成分5
腰’囲／胴囲
腹　囲／腰　囲
前腹囲／後腹囲、｛
前腰囲／後腰囲
股上／身一一長一・…
腰部最大矢状径／股上
股上前後の長さ／身長㌧
腰部正中角度
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　㌧㌧寄∵与’率．づ二：
　　累積寄与率
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一’P）一分類尺度8項目の主成分分析結果一一一一　　一一・
　分類尺度8項目の主成分分析結果を表3に示す．第3
主成分までの累積寄与率は7＆8％で，負荷量およびそ
の正・負から「体つき」を解釈すると，第1主成分はず’
一ん胴・・くびれ具合ダ腰囲に対する腹囲の大きさ，身長に一
対する股上前後の長さ，股上に対する腰部最大矢状径の
大きさなどが大きく負荷し，具体的にはずん胴で腹囲や
股上前後の長さや厚みが大きい体つきをさし，これに対．
一する体つきは胴がくびれ，腹囲や股上前後の長さや厚み
が小さい体つきど解釈される．…　　　　：一・
　第2主成分は腹囲と腰囲のそれぞれの前後の比が大き
くマイナスだ負荷して吟る；の▽前腹囲が小さく後腰囲　，
、が大ぎく張り出している体っきと，前腹囲が大ぎく，一前．
脚囲に露寒後腰囲が小れ味づ勘達えられる1鮎主
　　もハ　　トへ　　　ずし　ノ　　び　　　じ　ロ　ベ　　へ　いベコ　　　　　じ　に　　　ハ
成分は身長に対する股上の長さが大きく負荷しプ俗に言
う胴長かどうがめ体つぎである．腰部正中角度ぽ第4主∵
成分にあらわれその寄与率は1α7％である．
　2）　クラスタ三分析　　　　・∵ノ’　1
　分類尺度とした8項目を用いてクラスター分析を行っ
た．胴部と同様に階層的手法と以2個体間の距離の速
度は標準ユークリヅド距離を舟C・，一距離のとり方は．二
Ward法を用いた．
　対象者は次の2：グループとし結果を検討した．“①青年
女子100名，②①の青年女子を含む成人女子300名±（青
年三中年」老年女子各100名）．　　て　∴、．．一
〔二3☆結果および考察べ∵∵　、・バ　…3、バ㌔’1
ペクラスター分析の結果；青年女子および成人女子につ
いて各クラスタ÷別の体位と指数値の平均値・標準偏
62
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一差・最小値・最大値を表4に示した．またそのデンドロ
　ロぐ’、 Oラム・出現率・指数値によって推察した体つきを表す
　　　ハ
　メキーワードとその体つきの指数値による裏づけ，および
　各体型に属する被験者の後面・側面写真によって求めた
　シルエット例を表5にまとめた．　　　　　　＿＿．
　　〈青年女子〉
　　クラスター分析の結果，表5－1．のように，Y1▲Y2，　Y3
∴の3グル「プに分類された．他に出現率6％のグループ
ーができたが特殊グループとし，今回は94％を占めた3
パグループについて検討した．表4に示した各グループの
　，身長・ロコシル指数・胴囲・腰囲などの計測値の範囲に
∵ういてみると，グノヒープ内に大小が入り交じっており，
　YLを例にとると，一身長」527～17Z　2　cm，ローレル指
　数1．057～1．695，胴囲5aO～71．2cm，腰囲81．0～959
　　　　　　れ　　　　　　　　　　　　ひ　　　ご　．『mの身体り大きさめ違う被験者が・体つきの共通点で
　グルー㌣グされているのが酔る・成長完成期でのこ
　の体つきの違いが個体差と考えられる．一一それぞれの外観
　から，Yllはダイヤモンド型，　Y2はくびれ・ハート型，
㌶Y3はずん胴・後撃型とぽる三
　　く成人女子〉
　成人女子4）クラスター二分析結果を表5－2にまとめた．．
成人女子は，まずYMグループとMOグループに大き
く分類され；さらにおのおのが3分類された．（他に2％
の特殊グ〉レ÷プができたが除外した1年齢別の出現率を
みると青年女子はほとんゼがYM‘グループであり㌃中
年の’ラ0％と老年女子の1100％はMO』グループに属して
おり㌃青年期の腰部の体づきにくらべ大差があることを
示している∵加齢による体つきの因子の第1は胴囲に対
する腰囲の大きさ元づまりウエズトのくびれ具合で，年
（764）
表4．グラスター分析による各グループの体位情報
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表5－1．青年女子の体つきの分類一デンドログラム・出現率・体つき・シルエヅiト三
休つきの分類と出現率
　、ρ1　　　　　　　　－・　’＋
　　Y1
、．　36．2％
指数値による休つきの推定1
　　，青、
　　年；
　　女
一子
一・
ｪ：
　　8，
　　e
ぴ7ノ ｱ　：；
腹囲／腰囲が最小で腹囲が小さく、腹郎はやや前突して’1
いる。身長に対する股上および股上前後の長さが最大。
表4から、．腰囲｛ξ比ぺて外包囲が大きく、．大腿部が大き．
v、、ダイ．ヤモンドに代表される菱型の腰部であろ．　’ド
　　　シノレエッ．ト1　”
　後面　　　側面／
　　　　　　　i’
Y3　‥
34．0％
．二：、
r∵∵　し∵．’　“∵念f：　’、　．　三…　　　　　：）：’　，．　　、　：　　　　∵　　’1i
『、表5－2．成人女子あ体つぎあ分類Lデゾドログラムニ出現率（π数）・体っき・シル▲ットー
成
人
女
子
§8
色
　　　体つきの分類と出現串（丘数）
’司‥　バ　　　F」一　・甫’F
YMI、くびれ型
　　44．6％
フ　’＾1　　　　　1　　　　　’
YM1）
“N10　ずん胴型
i　55．4％
｝～’に‘、・　」∵
づ
　　　　　　　　一‘　指数値による休つきの推定・、
くびれ後充実型∴’胴囲が細く、後腰囲に対する前腰囲は亭小・
7．7％　1　－．　で殿部は大きく後ろに張り出す。
（Y・17、H－5、0－1）身長に対する股上と股上前後の長さは最小。、、
　　　　　　　　腰部正中角度の大きい人が多いC一
YM’Q　くびれ青年典型　1’最も胴がくびれ、胴囲に対する腰囲は最大
　　　　27．5％　1’　　で、腰囲に対する腹囲は最小．．　　’　・
．．　　　　（Y二63、Hl14㌧0・5）股上に対する腰部最木矢状径は最4
　　　　　　　　　　　　，若年層の平均的バランスC　　・　・
　　　　　　　　　　、　　　　　コYM3
MO．1
くびれハート型，胴囲は細くくびれているが、腰囲に対する
9ξ4％◆，　’「一　腹囲がくびれ型のタイブの中で最大。’‘
（V・12、H－11、0－5）身長に対する股上およ1ぴ股上前後の長さは
　　　　　．∵；，大きい・、、’　∴：，、　：二　＿、
　　　　　　　　　　　　　　　1　　　”　、
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　　　　l　l二　　　　　　　甲　　㌦：　　・、
齢とともにずん胴が進む．．第2は腰囲に対する腹囲の大一．
　　　　｛きさ℃i前面・後面の外観上1おダイヤモンド・ハー
ト・スクェア・ピーマン型などの各形態の違いが明確で
ある．ピーマン型は腹囲が腰囲にまさり最大周径となり，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1増大する．腹囲の増大は個体差を含みながらの加齢現象
と考えられる．第3は腹囲および腰囲の前後比で，前腹
囲が小さく後腰囲が大きく張り出す青年期の体つきから，
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成人女子の体つきの分類（第2報）
大きい前外包囲引に比ぺ後外包囲が小さい体つきへの加
齢現象が指数値や側面写真から観察された．第4は身長
に対する股上の長さで“胴長”かどうかの体つきで，こ
れは唯一個体差に起因すると考えられる．以上成人女子
の体つきをまとめると，第1にYM（くびれ型）とMO
（ずん胴型）に大別され，青年期と老年期の体つきの大
きな違いが認められた．これは比較的変動の少ない腰囲
に対し，胴囲の増加がずん胴となる原因と考えられる．
　第2，第3の体つきはダイヤモンド・ハート・スクェ
ア・ピーマソなどに外観が似ており，これは胴囲や腰囲
に対する腹囲の大きさの違いが原因と考えられ，中・老
年の腹囲の増加（表4参照）は，単に周径が増加するの
みでなく腰囲をもしのいで最大周径となり，その前後比
は青年と異なり，パンツ設計では必要不可欠の股上前後
の長さは著しく増加する．したがって中高年の下衣の購
入・設計には腹囲をマークすることが必要である．青年
とは全く異なる体つきに適合する下衣のパターンが得ら
れなければ快適な衣生活とはならない．
　4．要　　約
　衣服設計の際の体型への適合性を目的とし，胴部に引
続き青年女子および成人女子の腰部の体つきの分類を試
みた．
　大きさを除き身体のバランスを示す8項目の指数値は
主に体表長を用い，パンツ構造等の設計に不可欠な股上，
股上前後の長さ，腰部最大矢状径，腰部正中角度をとり
入れた．また周径を計測する場合，前後のかたちが異な
る人体に対し脇線を設定して前面および後面を計測しか
たちの把握につとめた．下衣は一般に胴囲と腰囲をマー
クするが，個体差・経年変化に最も影響を及ぼす腹囲を
重視した．
　この指数値に主成分分析を適用した結果，第1主成分
にあらわれたのはずん胴で腹囲が大きい体つきと・これ
に対するくびれて腹囲の小さい体つきである．第2主成
分は腹部がうすく後腰囲が張り出す体つきとそれに対す
る体つきであり，第3主成分は胴長であるか否かがあら
われた．
　クラスター分析の結果，青年女子は3タイプ，成人女
子は6タイプに分類され，それぞれのタイプ別に，計測
値12項目と指数値8項目について平均値・標準偏差・
最大値・最小値を表4に表した．表4にもとづき各タイ
プの体つきを解釈してキーウードで示し，指数値を用い
て体つきの裏付けを行い，各タイプに属する被験者の後
面・側面写真をもとにシルエット例で表し，これをデン
ドログラム上にまとめ表5－1，5－2とした．
　青年女子の場合，表4に示したように各グループの身
長・ローレル指数・胴囲・腰囲等の範囲についてみると，
大小が入り交じり，身体の大きさの違う被験者が体つき
の共通点でグルーピングされている．すなわち表5－1に
示すY1（出現率3＆2％），　Y2（298％），　Y3（340％）
である．
　成人女子は表5－2のようにYM（くびれ型）とMO
（ずん胴型）に大きく分類され，腰部の体つきは青年期
と中・老年期とでは大きな違いがあることが明らかであ
る．成人女子の年齢別出現率をみると，MO（ずん胴型）
は加齢による体つきとみてよく，青年期に比べ腹囲の増
大はハート・スクェア・ピーマンなどに似た外形となり，
特にMO　2は腹囲が最大周径となる．これに付随して股
上前後の長さも著しく大きくなり，これらの体つきに適
合するバターンは腹囲のマークが必要不可欠であり，中
高年の健康上もっとも身近な保温の環境を整える上で下
衣は重要な衣服で，これらの体つきに適合するパターソ
が考えられなければならない．
　終わりに，長期にわたり数多くのクラスター分析とご
意見を賜りました，九州工業大学情報工学部助教授　小
林史典先生に心から感謝申しあげます．また実験にご協
力くださった被験者の皆様に深謝いたします．
　本研究は昭和63年度曲日本家政学会第41回大会にお
いて発表したものに被験者数を増し，加筆したものであ
る．
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